
 

 

実 施 報 告 書 
 

 件名（事業名） 中国地域サイバーセキュリティ連絡会交流セミナー 

 実 施 年 月 日        令和４年２月２２日（火） 

 実 施 場 所        

 
オンライン（Ｗｅｂｅｘを使用） 

主     催 中国総合通信局 

共     催 
中国経済産業局、中国情報通信懇談会、 

中国地域サイバーセキュリティ連絡会 

 実 施 内 容        

    

講演１：『最近のIoTセキュリティと暗号技術の発展』 
  講師：国立大学法人岡山大学 DX推進担当副理事 野上 保之 氏 
  概要：Society5.0に向けてIoT・AIの活用が進む中、いかにセキュリテ

ィに意識をはらう必要があるか、暗号技術の位置づけとともに説明 
講演２：『鳥取県における県と市町村によるＣＳＩＲＴ連携』 
  講師：鳥取県総務部情報政策課 次世代戦略室 室長 下田 耕作 氏 
  概要：鳥取県内自治体による団体の枠を超えたセキュリティ対策の取組

について説明 
講演３：『コロナ禍でのセキュリティインシデントとそのセキュリティ対策』 
 講師：株式会社エネルギア・コミュニケーションズ 

情報システム事業本部 ＩＴインテグレーション部 
情報セキュリティビジネスチーム 課長 濱本  常義 氏 

  概要：コロナ禍における実際の攻撃傾向、ランサムウェアなどの被害事
例などの具体的な事例紹介から、最新の Log4j の脆弱性攻撃、これ
らから求められるセキュリティ対策などのベストプラクティスにつ
いて説明 

休憩 
 
座談会：地域におけるサイバーセキュリティ対策の在り方について 
  モデレーター：岡山大学 野上 氏 

パネリスト：鳥取県総務部情報政策課 下田 氏 
        株式会社エネルギア・コミュニケーションズ 濱本 氏 
  概要：地域の企業がサイバーセキュリティ対策を行う上での主な課題と

して考えられる、「人材育成や専門的人材の確保」、「資金面の問
題」、「職場の意識改革」について、モデレーター及びパネリスト
の方々に、連絡会などの地域におけるセキュリティコミュニティの
活用や地域の企業、自治体、学校など産官学の連携の可能性などを
踏まえた内容で意見交換してもらうとともに、セミナー参加者から
もサイバーインシデントに関する質問、意見等を受け付けた。 

 
※ 参加者 １０１名 

 

 

 




